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島根原子力発電所周辺海域での音波探査実施計画について

  当社は，島根原子力発電所の耐震安全性評価実施計画書を見直し，更なるデ

ータの充実の観点から海上音波探査を実施することとしました（平成19年8月20

日発表済）が，このたび，以下のとおり実施計画がまとまりましたのでお知らせし

ます。 

 

〔音波探査計画の概要〕 

 

 

1, 調査期間 平成19年10月上旬～平成19年11月中旬

2, 調査海域 島根半島の沖合い 南北約30ｋｍ，東西約60ｋｍの範囲 

 （調査延長約250ｋｍ）

3, 調査手法 調査船で発振器（ジオパルスまたはウォーターガン）と受振器を曳

航し，音波の発振後に地層境界面等で反射して戻ってくる音波を

受振して，海底の地層の状況を把握する。

【添付資料】

別紙：調査海域，調査概念図，調査に使用する機械[PDF:218KB]

以上

 

 
関連リンク 

・ 原子力発電（環境@エネルギー）



【調査海域】 

 

【調査概念図】 
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【調査に使用する機器】 

＜発振器＞ 

○ジオパルス（浅部探査） 

 

金属板を振動させて音波を発生 

浅部（地下数十ｍ）を探査 

 

 

 

 

 

○ウォーターガン（中深部探査） 

 

水を放出することで音波を発生 

中深部（地下数百ｍ）を調査 

 

 

 

 

＜受振器＞ 

○ストリーマーケーブル 
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